
１．はじめに

本工事は、平成２３年７月の新潟・福島豪雨によ
り発生した阿賀野川水系阿賀川および只見川の護
岸決壊と国道２５２号二本木橋の落橋災害の内、後
者に対して新設橋を建設するものである。
本稿では、Ｓ字曲線を描く鋼３径間連続非合成
細幅箱桁の架設工事について報告する（図―１）。
工事概要
�１ 工 事 名：国道２５２号二本木橋災害復旧工事
�２ 発 注 者：国土交通省北陸地方整備局
�３ 工事場所：福島県大沼郡金山町大字大塩地先
�４ 工 期：平成２４年３月２２日～

平成２５年１０月３１日
�５ 橋 長：１７５．０ｍ
�６ 支 間 割：４４．０ｍ＋８５．０ｍ＋４４．０ｍ

２．現場における問題点

鋼桁架設工事において、下記の問題点があった。
�１ 本橋の架橋位置は只見川上に位置し、鋼桁架
設については河川内での架設であったが、施工
条件として流水部となる中央径間部にベント等
の仮設備の設置は不可能であり、ベント架設に
替わる安全で確実な鋼桁補強を含めた架設方法
を検討・決定する必要があった。
�２ 本橋の側径間部は、河川内ではあるものの流
水部から外れており、鋼桁はベント架設が可能
であったが、地形的に複数のベント設置は困難
であり、ベント数を最小とする施工が求められた。
�３ 前述したように、本工事は災害復旧工事であ
ることから、工程短縮が求められ、鋼桁架にお
いて工程短縮のための工夫が必要とされた。

３．工夫・改善点と適用結果

河川敷に位置する側径間部に仮桟橋（クレーン
構台）を設置した上で、鋼桁の架設は、側径間部
についてはクレーンベント架設（図―２）、中央径
間部については張り出し架設を採用した。加えて、
工程短縮のため、左岸右岸の同時並行作業で鋼桁
架設を実施した。
前述したように側径間ヤードは地形的に複数の
ベント設置が困難であったため、鋼桁３ブロック
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を地上で先行地組立し、３５０ｔ吊クローラークレー
ンによりブロック架設することで、ベント設置数
を最小とした。
一方、中央径間部は同クレーンによる両岸部か
らの張り出し架設を採用したが、その際、下記の
検討が必要となった。
①鋼桁断面の照査
張り出し架設時、鋼桁には完成時と異なる断面
力が作用するため、平面骨組解析を行い、鋼桁断
面の照査を行った結果、完成系の鋼桁断面で問題
ないことを確認できた。
②鋼桁の形状管理
両岸部からの張り出し架設においては、鉛直方
向のたわみが発生するため、本状態では最終閉合
ブロックの連結ボルトをとることができない。ま
た、中央径間部における鋼桁平面形状は S字形
であり（図―１）、ねじり変形も発生することから
平面骨組解析を実施し、その影響を検討した上で、
中央径間部閉合ブロックのモーメント連結を行う
ための両橋脚の支承高の上げ越し量を決定した
（図―３）。
③側径間部アップリフト設備
側径間長４４mに対して中央径間長は８５mと大
きいため、中央径間部の張り出し架設の進捗に伴
い、A１、A２橋台支点部にはアップリフトが発
生することから、カウンターウエイト等を設置し、
アップリフト対策とした。
④鋼桁閉合時の桁調整治具
鋼桁閉合時（図―４）の鋼桁相互の段差の仕口

調整方法として調整治具を検討した。鋼桁相互の
段差は、平面骨組解析の結果を踏まえ１６０mmと
し、鋼桁剛性から作用力を逆算した。
⑤モーメント導入設備
中央径間部の閉合は無応力状態で行う必要があ
ることから、上げ越していた P１および P２橋脚
のサンドル（図―３）を撤去することで、設計曲
げモーメントを導入した。

４．おわりに

本工事では、発注者や関係機関の皆様のご指導
のもと、流水部となる中央径間部にベントを設置
しない両岸部からのクレーンによる張り出し架設
を採用するとともに、本工法に伴う鋼桁の断面照
査、形状管理および安全対策を講じることで、各
種の問題点を解決し、無事、工事を完了すること
が出来た。
本稿が今後の同種工事において参考となれば幸
いである。

図―２ 側径間部のクレーンベント架設 図―３ P１、P２橋脚支承高の上げ越し

図―４ 閉合ブロック調整治具
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